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教 授 寺 田 晃 教 授 細 谷 純
教 授 小 松 教 之
論 文 内 容 の 要 旨
本研究の目的は、個人の発達と行動の動機づけに及ぼす時間的指向性の影響が、文脈によってど
のように異なるのかを、生涯発達の視点から心理学的に明 らかにすることである。





みている。っまり、時間的指向性を"過 去 ・現在 ・未来の重要性の順序づけられた関心の方向性"
と定義 し、狭義の時間的展望を"過 去 ・現在 ・未来が事象によって分節化されるものととらえた時
のその事象の広がりや数、相互の関係、および過去 ・現在 ・未来に対する感情的評価 と狭義の時間
知覚"と して区別 している。
第2章 では、探索的な2つ の調査研究が、青年か ら中年の合計836人を対象におこなわれている。








第4章 は、青年 と中年の合計1,657人に対する調査研究とその結果である。 ここでは、青年期は、
社会的自立という目標を追及することによって自我同一性を達成 しようとするために、現在と関連
づけられた未来指向が発達の動機づけに有効であるが、中年期では、時間的展望の狭まりと逆転が
生 じ、限界の受容が課題 となるために、未来 と関連づけられた現在指向が発達の動機づけに有効で
あることが明 らかにされている。また、時間的指向性の測定方法は、時間的信念 と時間的態度の関
連で、定義か ら演繹される結果が得 られ、妥当性が確かめられている。
第5章 では、著者は、時間的指向性に関して典型事例と考え られる4人 の大学生に対 して、時間
的指向性 と職業選択行動の関連 にっいての事例研究を行っている。研究資料は、被験者の自己洞察





























以上の方法をもって、著者は本調査を実施 し、予備調査か ら得 られた指標を基盤 に結果をまとめ
ている。分析の指標 は、未来指向と現在指向との2つ の基準(各 指向に肯定的な展望と消極的展望)
からなる。結果 として、青年期は、文脈の面で、社会的 自立 と自我同一性の達成を期するため、現
在をもとにしてむしろ未来を展望するが、中年期になると逆に未来を見据えて現在 に戻 る傾向があ
り、前者には未来指向、後者には現在指向が、それぞれ発達の動機づけとして有効であることを明
らかにした。この結果は、従来の研究結果では、十分に実証化 されてこなかったところである。
著者は、さらに以上の時間的展望の傾向を、事例によって具体的に確かめ、調査結果が実際の行
動 として妥当なものであることを裏づけている。そして教育的に、 目標を立てて実現を期するとい
う文脈では、未来を中心にして現在を位置づけるが、逆に、個人に限界があれば現在をもとにする
方略が必要であると結んでいる。
このように本研究によって、個人の行動発達における時間的な展望の意義がいくつか明確化され
たが、なお残された課題があることも事実である。そのことは著者 も指摘しているところである。
本研究が生涯発達的研究である限りは、今後に老年期を対象 として検討を深めることも大切である。
しか しなが ら、本研究が今後の研究の基盤をなしていることは確かであり、比較文化心理学的研究
の成果と共に、本研究の知見をもとにすれば、いっそう十分な全体的なまとまりが付けられるもの
と考え られる。
よって、博士(教 育学)の 学位を授与するに適当と認める。
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